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確 認 辺 長

資格登録番号

測量年月日 令和○年○月○日

私所有の下記土地と隣接する世田谷区有地との境界について
本境界確認図のとおり確認する。

立会場所・土地の地番 土地所有者　　住所・氏名・印

世田谷区松原五丁目

34番1、34番3、35番

世田谷区松原五丁目10番1号

世田谷 太郎

立会年月日

令和○年
○月○日

確認年月日 土地所在

地　　番
世田谷区松原五丁目34番1 ほか
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縮尺土　地　境　界　確　認　図
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確認欄作成の注意事項

◎ 立会場所・土地の地番、住所、氏名、立会年月日、確認年月日は、

　 土地所有者が署名捺印する。

◎ 印鑑は、申請書と同じ実印とし、 浸透印は不可とする。

◎ 署名は、ボールペン等で記入する。ただし、官公庁、法人等は

　 ゴム印（所在地、組織名、代表者名のみ。郵便番号、電話番号は不要。）

でも可とする。

◎ 確認年月日は、土地所有者が署名捺印した日とする。

表題部作成の注意事項

◎ 確認した土地所在地番が複数ある場合は、「ほか」を忘れずに記載する。

下図提出時の注意事項

◎ 下図は、署名捺印前の土地境界確認図と同じ記載内容の図面を以って

　 下図とする。

◎ 原図（和紙、または普通紙）の作成前に、原寸大で印刷し、区担当者に提

出する。

　

確認図作成の注意事項

◎ 原図については、

　　和紙の場合→強硬でインクが浸透するもので作成する

　　普通紙の場合→長期保存に適した品質の中性紙で、

　　　　　　　　　品種は上質紙とし、紙の厚さ（米坪量）は

　　　　　　　　　７０～８０g/㎡程度のもので作成する

◎ 図面の大きさは、Ａ２版を原則（Ａ２版未満は使用不可）とし、

　 広範囲なものはＡ１版とする。縮尺は原則２５０分の１とする。

◎ 区有地の地番は記入しない。

◎ 実測図部分は黒一色で作図する。

◎ Ｐ点、Ｓ点、Ｔ点は一重丸で統一する。

◎ 公図と現地が異なる場合は、上段に公図上の地番を、下段に

　 合意地番を（　）で表示する。

◎ 複数の丁目を含む場合は、それぞれの丁目を記入する。

　 （同一の場合は記入しない。）

◎ 文字、数字の大きさは縦横2 . 2mm以上で鮮明に読めるように

　 記入する。Ａ３版に縮小した際にも読み取ることができる

　 大きさとする。

◎ Ｐ点間の線は太線とする。

◎ 確認辺長およびＰ点の文字は、原則、区有地の外側（民地側）に

　 記入する。　

土地境界確認図（見本）

◎ Ｐ点間の線に掛かるＳ点は

    欠円とする。

◎ Ｐ点とＳ点が重なる場合は、

    Ｓ点を欠円とする。

※  図面の大きさは原則Ａ２版（Ａ２版未満は使用不可）とする。

作成者欄作成の注意事項

◎ 調査士の場合は職印、法人の場合は代表者印で押印する。

◎ 測量年月日は最終立会日かつ境界標埋設日以降の日付とする。
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座 標 一 覧 表

点名

座標欄作成の注意事項

◎ 石標・金属標の形状は、図面上と向きを合わせ

　 現形を記入する。

◎ 測量日が2012年5月24日以降の公共基準点を

　 使用している場合は、座標欄の下に「世界測地

    系（測地成果2011）」と記載する。

    また、機械点に使用した公共基準点を一点以上　

    記載する。

◎ 文字、数字の大きさは、Ａ３版に縮小した際に

    も読み取ることができる大きさとする。

T3 世田谷区公共基準点（3-○○○○）

世界測地系（測地成果2011）
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